
ミク リク

なあリク。少し前から思っていたんだが……コイツの金
玉は不浄なんじゃないか？

ミク姉、私もちょうど同じことを考えていたところです。

普通の男の人なら、そろそろ女性の優位性に気づき、
服従しても良い頃合いですから。

だとすれば、罰する方法はただ一つ。

金玉の中身がすべて浄化されるまで、搾り出すのみだ。

金玉をサクっと切り落としてしまえば早いのですが……
分からせることに意味がありますから♥

金玉の中身をすべて搾り出すなら……これが手っ取り
早いですよね。

生おまんこでシコシコ搾り出し……っ♥

おい、何をぼけっと寝転がっている。

リクがお前なんかのために、まんこを差し出してくれると
言っているんだ。

とっととその粗末なチンポを挿れろ。

……それとも、手伝ってもらわないとできないヘタレか？

女性の穴の場所は分かりますか？……分かるはずない
ですよね♥見るからに童貞顔ですから♥

ミク姉、お手伝いをしてあげてください♥

仕方ない。……ん～？……ああ、これか。お前の短小
勃起チンポはｗ

棒きれでも掴んでしまったかと思ったぞ♥



ミク リク

こんな粗末なチンポを、大事な妹の中に挿れるのは不
敬極まりないが……よし、そのまま腰を突き出せ。

……？お兄さん？まだですか？

ぷっ……くく……ふくくくくっ……リク、笑わせるなっ♥

もうとっくに……ふっ……入っているだろ？

え……そ、そうだったんですか？

お前のオチンポ、小さすぎて全然入っている感覚がしま
せんでしたから♥

ごめんなさい。短小チンポの小ささ、侮っていました♥

悔しいか？……いや、違うな。お前にとってはご褒美だ
ろ♥

蔑まれてチンポビクつかせてるんじゃないか？まあ、そ
の小ささならいくら動いても無意味だろうが……。

さっさと腰を振れ。ヘコヘコ情けなくな。

ふっ……ふっ……ふっ……ふっ……♥

どうだリク？少しは気持ちが良いか？ ふぅ……ふっ……ふぅっ……ふっ……。

ミク姉……それが、全然ですっ♥

本当に中に入ってますか……？全然その感覚がない
んですが……っ♥

……あ……集中すればなんとなく……小指みたいなの
が入っている気がします……っ♥

くくっ……聞いたか？お前のチンポは小指サイズだそう
だ♥ はっ……ふっ……んっ……んっ……♥



ミク リク

それでは一生女を悦ばせることなんてできないな。 ふっ……ふぅっ……はっ……はあ……♥

お前、なんのためにチンポを付けて生まれてきたんだ？んっ……ふっ……ふっ……ふっ……♥

それだけ短いと、射精しても子宮にまで届かないんじゃ
ないのか？ ふっ……んっ……んぅっ……もう、ミク姉。

そんなに責めたらさすがに……くすくすっ♥可哀想で
すよ♥

例え女性を満足させられなくても、自分は気持ち良いで
すもんね……？

ですが……くすくすっ♥これじゃオナニーと一緒です
♥

自分一人しか気持ち良くなっていないんですから♥

……ああ、哀れ過ぎます♥少しだけお情けを……っ♥

……んっ♥んんぅっ……♥ふっ♥はっ♥あっ♥あ
あっ……♥

リク、優しいな。 あっ……んんぅっ♥はっ♥ふっ♥んぁっ……♥

……おいお前、勘違いするなよ？ んっ♥んんぅっ♥ふっ♥はっ♥あっ♥んぁっ……♥

リクは感じているわけじゃないからな？ あぅっ♥んぅっ……そこぉ……ふあっはっああっ♥

お前の短小チンポで感じる女なんて、この世のどこにも
存在しない。 んっ♥んんぅっ♥ああっ♥はあっ♥んんんぅぅっ♥

だが哀れみで、感じている振りをしているだけだ。なあ、
リク？

ああっ……♥ひゃっ……はあっ♥ふっ♥んあっ♥ふ
あっ♥

……もうミク姉、バラしちゃダメですよ？

せっかく調子に乗って……くすくす♥腰の振りだけは
立派になってきたところなんですから♥

良いですよ、その調子です♥

頑張って腰を振って、女の子を責める楽しさを覚えま
しょうね～♥



ミク リク

んっ……ふっ♥はあっ♥ああっ♥んんぅっ……ぷっ
♥
……ふふっ、なんでもないですよ～？……くすくすっ
♥

お前今、どんな気持ちだ？ ひぅっ♥んんぅっ……ふっ♥はっ♥ああっ♥

ウソでも女をアヘらせられて気分が良いか？
すごっ……あっ♥んんぅっ♥いっぱい、擦れてます
……くすくすっ♥

それとも自分を哀れに思うか？ はっ♥あっ♥ああっ♥んんぅっ♥ふっ♥んんぅっ♥

考える必要はないか。お前は男として……いや、短小
チンポで生まれてきた時点で役立たずだ。

んあっはっあっああっ♥ひっ♥あひいぃっ♥ふっ♥
ふああっ♥

こんな状況、今後一生ないことだろう。
んんぅっ♥んあっはっああっ♥あぅっ♥んんんんぅっ
……♥

せいぜい楽しめ♥ もっとたくさん……はっ♥あっ♥ひぅ♥んんぅっ……
ぷっ……あんっ♥あっ♥はあっ♥
んっ♥んっ♥んんぅっ♥はっ♥あっ♥んっ♥あっ♥
ああっ♥

どうした急に……ああ、そうか。
はっ♥あっ♥ふっ♥んんぅっ♥あっ♥ひっ♥ん
んぅっ♥

お前みたいな情けない男でも、厚かましくも射精だけは
するんだったな。 激し……あっ♥んあっ♥んんぅっ♥ふあっはっあっ♥

おちんぽにぃっ……んっ♥ひっ♥んぃっ……♥負け
てしまいます……ふあ♥はっ♥ああっ♥

イけ……っ♥そのままリクの中に……イケイケイケイケ
イケ……っ♥♥♥

んっ♥んんぅっ♥ああっ……♥あっあっあっあっあっ
あっあああはああっ……♥♥♥

……ぷっ……くっ……くすくすっ……ふふふふふふっ
♥

どうだリク？奥まで来てるか？ くすくすっ……ふふっ……くすくすくすっ……♥

全然です、ミク姉♥ちょっと温かい気がする程度です。

やっぱり小指サイズのおちんぽでは、奥まで届きません
でしたね。



ミク リク

……ですが、射精量だけは大したものです。

まあ、この状況で発情しない男の方がおかしいからな。

……ふふっ、無様で情けない顔だ。そんなに気持ちが
良かったか？

だがまだ残ってるんだろう？不浄の白濁液……今度は
私が搾り取ってやる。

さっさと引き抜け。……引き抜く程度でもない、そのショ
ボチンポをな。

おい、どうした？

とっとと挿れろ……それとも弾切れか？Ｗ

いえ、そうではないみたいですよ？睾丸もまだパンパン
です。

……あれだけ私の中に出しておいてまだ余裕があるな
んて……生意気なおちんぽですね♥

でも男の人に限界があるのは分かっています♥

今度はミク姉のおまんこで、がっつり搾り取られてしまっ
てください♥

はっ……はっ……はっ……ふっ……ぷっ……くくくっ
……ｗ

お前……これ、本気か……？

本気で挿れてるのか……？

リクの言った通りだ……小指……いや、綿棒でも入って
いるのか思うレベルのチンポだな



ミク リク

これは……くくっ、リクの気持ちが分かる

ウソ喘ぎでもしてやらないと、あまりにも哀れで不憫すぎ
るからな

んっ……ふっ♥あああっ……♥

ふあっ……はっ♥あっ♥はっ♥あっ♥ああっ♥ ミク姉のお情けです♥ありがたく受け取ってください♥

ふっ♥んんぅっ……ふあっ♥はっ♥あっ♥んんぅっ♥ それと、さっきから思っていたのですが……お前、腰ヘ
コも下手過ぎです♥

んあっああっあっああっ……ぷっ……くくくっ……♥ ただでさえ小さいんですから、雑に振ったら意味が無い
ですよ？

はっ♥んんぅっ♥ふっ♥ああっ……あっ♥んんぃっ
♥

小さいなら小さいなりに、着実に堅実に、1ヘコ1ヘコ大
事にしたらどうですか？

ふぅ……はっ……んっ……ん……♥ いち、に、いち、に、いち、に、いち、に……

はっ……あっ……んんっ……んあっ……ああっ
……♥

少しはましになってきましたね……ほんの少しですけど
♥くすくすっ♥

確かに少しはましになってきたが……んぅっ♥んぅっ♥
元が元だからな♥

これがお前の粗悪チンポの限界だ……っ♥

もう良いぞ……私を気持ち良くしようとか、考えなくても
いい。

……ふっ、もとからそんな考えはなかったのかもしれな
いな。

自分のために……独りよがりに腰ヘコしてろっ♥

ふっ……ふっ……んっ……んぅっ……♥ なんだかんだ言って、ミク姉は優しいです♥

はっ……あっ……ああっ……はっ……あっ……♥ お前みたいな役立たずにも情けをかけてくれるんです
から♥

んっ♥ふっ♥んぃっ……♥ふあっ♥はっ♥ああっ♥ 安心してください。お前にもまだ希望は残っています。

あっ♥んんぅっ……んんぅっ♥はっ♥あっ♥ふっ♥ 空っぽになるくらい射精すれば、きっと浄化も済むことで
しょう。



ミク リク

ぷっ……くくくっ……お粗末過ぎだろこのチンポ……
ふっ♥んんっっ♥

そうなったら……奴隷として使ってあげても良いです
よ？

ふっ♥はああっ♥あっ♥んっ♥んぃっ……演技する
にも、ザコ過ぎて大変だ……っ♥ もちろん、オチンポ奴隷としては使えませんけど……

ふっ♥んんぅっ……ふあっ♥はぅ♥ああっ♥ ……だったら、そのオチンポはもういりませんよね？

……んんぅっ……？んっ♥んんぅっ♥あっ♥ふあっ♥ 浄化が終わったらすっぱり切り落としてしまいましょうか
♥

小ささはどうにもならないが……んっ♥んぅっ♥堅さは
一気に増したぞ……っ♥
またリクの脅しに……はっ♥んんぅっ♥盛ってるのか
……っ♥
まったくお前は……ふっ♥んんぅっ♥はっ♥ああっ♥
どうしようもないダメチンポだな……っ♥

んっ♥んんぅっ……そろそろ、限界だろ……？

とっとと出せ……んっ♥んんぅっ♥

金玉空っぽにして……はっ♥あっ……浄化しろぉっ♥

それまで喘ぎサービス……んっ♥んぅっ♥続けてやる
……っ♥
はっ♥ああっ♥んぅっ♥ふっ♥あっ♥んっ♥んんぅっ
♥

んっ♥あっ♥はっ♥ああっ♥あっあっああぅっ♥

ふっ……んんぅっ♥ふあっ♥はっ♥あっ♥あっ♥あ
あっ♥

これならお前のみっともないオチンポでも、射精できま
すよね？

チンポぉ……ビクビク震えてるぞ……っ♥ せっかく私たちが相手してあげてるんですから、もう手を
かけさせないでくださいよ？

んっ♥んんぅっ……出せぇ……はっ♥あっ♥んんぅっ
♥

次の……この一発で、睾丸に残っている精液、全部出
してしまってください♥

私の中に全部……んぃっ……♥ひっ♥ああっ……ぶ
ちまけろぉっ♥ さあイって……果ててください……っ♥

んっ♥んんぅっ♥んあっ♥はっ♥あっ♥あっ♥ああ
ああああっ……♥♥♥

情けなく、みっともなく、はしたなく……びゅびゅびゅ
～～～～っ♥♥♥



ミク リク

………………ん～？

どうしました、ミク姉？

いや……お前本当に出してる？まあなんか少しだけ
あったかい感じはするが……

くすくすっ、やっぱりそうですよね？

短すぎるとおまんこで射精を感じ取れないんです。私も
さっき始めて知ってびっくりしました。

……おい、いつまで偉そうに突っ込んでるつもりだ？

とっとと抜け、その挿れているかどうかよく分からん粗チ
ンをなっ

……リク、まさかこいつまだ残ってるんじゃないか？

はい、そのようです。

短小オチンポのくせに、性欲だけは一人前ですね♥

もう少し大きかったら、私たちも最低限は楽しめたんだ
が……仕方が無い

ここまで来たら空っぽにしてやらんと気が済まないからな
……っ♥

安心してください♥まだまだ夜は長いです♥

途中で殺してくれと懇願されても止めてあげませんから
♥

お前の価値のない精液、死ぬまで搾り取ってあげます
ね♥


